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衆
議
院
議
員
秋
葉
賢
也
君
提
出
「
個
人
債
務
者
の
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
利
用
状
況
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す

る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

一
般
社
団
法
人
個
人
版
私
的
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
運
営
委
員
会
（
以
下
「
運
営
委
員
会
」
と
い
う
。
）
に
よ
れ
ば
、
「
個

人
債
務
者
の
私
的
整
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
以
下
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。
）
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
四
年
八
月
三
十
一
日
時
点
で
、
運
営
委
員
会
に
個
別
の
相
談
が
な
さ
れ
た
も
の
は
二
千
五
百
十
件
で
あ
り
、
そ
の

内
訳
は
、
運
営
委
員
会
東
京
本
部
に
お
い
て
は
二
十
件
、
青
森
支
部
に
お
い
て
は
十
二
件
、
岩
手
支
部
に
お
い
て
は
三
百
七

十
四
件
、
宮
城
支
部
に
お
い
て
は
六
百
四
十
八
件
、
福
島
支
部
に
お
い
て
は
二
百
一
件
、
茨
城
支
部
に
お
い
て
は
四
十
件
で

あ
り
、
ま
た
、
運
営
委
員
会
が
設
置
す
る
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
千
二
百
十
五
件
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
利
用
に
よ
り
債
務
整
理
の
成
立
に
至
っ
た
件
数
は
、
同
日
時
点
で
七
十
件
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
、
運

営
委
員
会
東
京
本
部
に
お
い
て
は
五
件
、
岩
手
支
部
に
お
い
て
は
十
二
件
、
宮
城
支
部
に
お
い
て
は
四
十
五
件
、
福
島
支
部

に
お
い
て
は
七
件
、
茨
城
支
部
に
お
い
て
は
一
件
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

一



ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
成
立
件
数
が
こ
の
よ
う
な
水
準
と
な
っ
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
金
融
機
関
が
、
被
災
者

の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
応
じ
て
貸
付
条
件
の
変
更
等
に
積
極
的
に
応
じ
て
き
て
い
る
こ
と
、
被
災
者
の
中
に
は
、
防
災
集

団
移
転
促
進
事
業
を
始
め
と
し
た
地
域
の
復
興
計
画
や
原
子
力
損
害
賠
償
の
動
向
等
を
見
極
め
て
い
る
方
が
い
る
こ
と
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
。

今
後
、
被
災
者
が
生
活
の
再
建
を
図
っ
て
い
く
中
で
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
債
務
整
理
の
成
立
件
数
は
増
加
し
て
い
く

も
の
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
利
用
促
進
の
た
め
、
そ
の
周
知
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
取
組
を
進

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
、
更
に
地
方
公
共
団
体
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
弁
護
士
会
等
の
関
係
団
体
等
と
連
携
し

た
取
組
や
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
に
関
す
る
被
災
者
向
け
説
明
会
を
活
用
し
た
取
組
等
を
、
運
営
委
員
会
と
も
連
携
し
つ

つ
、
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

金
融
庁
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
四
日
、
金
融
機
関
に
対
し
、
債
務
者
の
状
況
を
一
層
き
め
細
か
く
把
握

二



し
、
当
該
債
務
者
に
対
し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
利
用
の
メ
リ
ッ
ト
や
効
果
等
を
丁
寧
に
説
明
し
、
当
該
債
務
者
の
状
況
に
応
じ

て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
利
用
を
積
極
的
に
勧
め
る
よ
う
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三


